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石炭のコ ・一 N ス化に噛すろ研究

小型實騰1室装置1こよるコー．クス製造と生成コb一　tクメの強度
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ものである◎現在最も普懸に1行はれている：tエ・・一クスの強度試験法は，シ・X’ツター法，ドラム法

等であるが，この三者旧旧し、も三三櫨鯉i諜；の二、アナ1｝から陣冷なものとほ乗Vへ難V、oと黛うのほこ

れ鐸の一方法は種々の＝一クスに封し，その繊度が充弓〉で’kgく，多くの場合熔鑛燃犠櫓の方がよ

り鏡敏に影響を：受け／・たも公われて：▽・るからであろQ

　　無こシャッター法は三際の蓮1般経路に受け掘ミカ1で納タ似かよわせた條件で試験される

が，ドラム法はξ蚤く任｝ばの作業條件で試瞼を行っているもので，その結果は試雛の仕事：」1ヒによ

って：勿論異って來る◎從ってシャッター法，或はドラム法によう結果と焔諄鑛櫨操鑑との間の關

漣性と云5ものは，ガソリンのオクタン領と機關の」i些1三能との間の關・係ヒこ見られる如き密接且理

論的なものでなく，むしろ熔鎌1櫨披aat∫　K’の輝麟1紅よつて感得され得るものであるとも云V、得よ

う。然もとの遮實は，熔鑛熾技術挿をして燃〃）蓮縛不調の原因を趣女Xt・・一・クス晶質に負わせろ

1旧習を生じ，且熔三三の操業に知姑な壁瓢ev一一クス製造技術者煙して易7qこれ，に從わしめ，釜友

從i來の試験法に：よるUt一クス張度と熔鍬1受慮輝粟との閥の關藩性を：不明瞭にならしめ，．兎角の

「傳論」を生ぜしめ勝iだっ1たと見ら∫終る。

　　從ってv」e一一クス丁丁扱：三三並びに研究ffに、1二って原料炭の性歌に回すろ＝・r一一一クス品質の髪lr，

較試験髪なす場合，1多くの熔鑛櫨弓術徹こおって慣熱された．方法，i㌃；本におや・ては渡｝iヨ本門鍼

ドラム法㌃行町方が最も費際ltl勺ではあるが，～：．の場含・も，単に結果敗・slのみにおヤ・て／～2の

盤を：論ずる事なく，鍬象であ払熔鑛櫨の熊ノ，乏關沖し，その轍挙の絶封飯の二丁と，その煮詠Z）

程縢こ充分留煮さるべぎ・ま＝考える。

　　然し　の三三，ii銑沙ドラム試験にイ縮応弓開る［！ミニの騨：一クス景と，あの尺規漠叛1式験装置が

必要であり，之森た賢験鳶三彩顎膏のよ：くす恭所㌧．（L；一はなV・o從って小型コr一一クス化摘：験窒襲置と

粟に，．これに租懸する強度言1鵡塗装旧び）必要が絶麹的となるわけであるQ

　　　　　　　　　　　　El装躍に解する實験叢びに結果の1

　　　　　　　　　　　　　　　　　・1。装　　　置

　　：先づ襲置は二三翻に見られる如きものを試絹した。試＊g／淡は65メツシユ以下に三三；したも

の・憩09左レトルトに投入後，賑iのアーム部に；し穆錘をかけ，ピストン三隅の重二縫も合δ～），充填

石炭に：封し0．？1｛9ノ（｝in　2の鰺ゾ」にて拠分間三蹟猷〆た後，重三を減量し，0．0？3　k9／cm　2び）負薪

のま：ま乾鍬競行った◎と：の毒1｝合試料充墳魔の1畷さはイ1淡の和」類により鵜二干額回するが，大膿25

1n．1n三度で，容積比環：は0．8も／e．（，イ蓋度であ罫、◎

　　カμ熱のこ特牛爆に．籍ける如く一・方崩び）みの傳熱を日途とし，1闘の下部にわかれた電熱器によ

り行われか。大灘iく：O｝）Pαsわその弛の方式のかかる小ヲ1雌弍．験簾は隆通ガスカi熱髪用い，軌艦生

成ガスは燃焼ガスと…績に放出される重｛1くになっているが，本實験に誇V、ては，傳熱の…方回

のみに限定したい羅1：と，泓鑑度調節の容易さを．グ慮し｝1；1熱としたものであ冬。樹力li熱蓬産は’is9・潅

より5。C／！痴とし3乾鯉職ガスはピストン，i｝脇，三に穿たれた孔縄2・n・nの＋勲個の小孔より



4
久　郷　 昌　夫

窮z圃

1一　e・ 　　　　．…．一一一…．
n一一一一一． …一一

U　一一一　’＝一

．［1i／／l．

霧

容1

購
i

儲

．／’　’．　’““．t’．．

R“

じドニ
ー．i．

卜，／

　／lft

．粥こ

躍マ

1

蓼＼

tt一

ぎヒ

塗

くきき

ミミ

誌

1

i

瞳

．t．

芽

13．

gllll，lj，i

　　　　　　り　．・

・＿盗2∠　　　　　　望’
u・tEru’一一f一。。tl　o．

．IIIII

勤

上部に逸散せしめた6，

　第1表に試料炭4）小肥，第2表に二本装置1・tt一よる膨脹度，牧縮度（試斗。一斗充‡眞高さと生成ゴー
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が大きいよ凹うであるが，輸入芳～（S）はその流動度に比し膨脹が1尉に大き一い。㈲跳虜で附嘗して

驚きたV趨は，此の装置での膨劇矧擁三碧金するに，　sog。　C工堀，・に寒なけ馴燐1は何れの言鼎1
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　　第2圖に生成コークス

の例を掲げた。高流動度，

膨脹笈である三三と，低流

動度，牧縮炭であろ砂川白

粉に二i封し，強度1511ユm指勲

93以上のコークスを生成

つる輸入炭〔S）の場合で，

夫々炭質の特色が明白に現

れている。高膨脹であって

流動度の大きいものは圓に

見られる如く海綿歌の＝一

クスとなり，一・部がピスト

ン型蓋部のガス抜用小孔を

通して上部に浸出し，蓋の’

上部に訟いてコ　・一クス化し

てV・る。第2表で最高膨脹

度が大きし（にもかかわらず

生成コークスと充墳試料暦

の高さの比で示された膨脹

度が負1（：なっているものは

殊に著しく上部1こ浸出した

ものであZ。これ熱は軟化

熔融歌態中にむいて浸出す

る事は明であり，流動度の

大きいもの程多く浸出すろ

事が老えられ，事實流動慶

久　　榔　　昌　　夫

第2圃

自験劇暑15
言式料番号12

s
25

eea￥wa，　yme

11

26

8
25

の大き・い茅沼炭においては＝・　’一クスの71〕％が上部1こ出ている。（第3圃）

第3表
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石少川　特影｝

流動度
Div／min
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出したコ
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4．5

0
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第3圏

石炭のti・・一クス化に瀕する研究　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　第3表に上部に浸出した量と，“Gieseler　plas一

tOmet町’，による流動度｝）との三三を表したが，明に

両者比例的關係にあそ。

　　Sap｛；zhnikov4）氏によRしば，軟化熔融履の厚さ

は薄v・もので0～ユ7mm厚）・ものでは」4～45mm

位と云はれ，乾榴條件によっても左右されるが，著

者の三三3♪に船V・ても軟化熔融二二中の流動度の大

きいもの程，その状態の温度範園が廣く，從って二

化熔融層厚の厚い事が考えられ，本實験の如き試料

暦の厚さcsmm程度の場合，流動度の大きい試料炭

においてe＃　，全暦が一つの軟化熔融相であり得る。

從って第，圖の嬬眞に見られる如く，流動度の大き

V・石炭ではスポンヂコークスとなり，實際櫨のコe

クスと全女様相が異るのである。故に所期の目的に封ずる襲置として，外観の黙から見ても，

この程度の試料量及び試料三三では明に無理である事が考えられる0

　　　　　　　　　　　　　　　　2．強　度　試　験

　　小型試瞼裟置に．より生成された＝一クス強度の試験法としては，Swietoslawski氏5）その

他Gabi　nsk　y氏e）等の二三がある。　　　　　　　　　　　　・

　　一般に，試験に供されるコークスの寸法が結果に影響するのであるが，これを無二してVO

るものが多く，又任意の寸法より大きV、コークス塊又は粒の量のみで結果を表し，二分試験の

凡ての結果を考えない場合もある。又飾分析のあらゆる結果を用いる事は結果数字力輝一でな

く比較等に煩頂であZ弊があり，任意の粉確仕事’軍1にi封し，任意の飾と積算量のみで結果を表

す薯は極めて結果に偶然Ll生を加味している事にもなる。結局試駒ご使用される仕事量と，仕事

を受けたものの威理法とその結果の表現法が問題になる。

　　仕事量に關しては，その量が小さ過ぎ．て必要なる強度の差が現れないより或限度内にては

大き’過ぎる位の方が良いと考えられる。例えば口鐵ドラム法ではユ5min二二90以上のものは

その強度の差が明確にあらわれないが，A．　S．丁漕Lタンブラー法ではその差が大きく現れて

來る。

　　本實瞼にては回弊ドラム法を探用する事とし，第4圓の如き装置を用いた。内径i50皿m

長さ250鵬mの鋳鐵饗ドラムを50．1’・．1）．m．で圃記し庭理時間rJ：15分として3回塵回し，各

回毎に飾分を行って見た結果が第5圖である。但し試料は生成コークスを30～201nmの大き

さに金切鋸にて引切り，その3～4個を使用した。

　　庭理後の飾分に使用した飾の寸法は全く任意のもので，20，10mm，3．5，8，10，20，35，・

65メツシユである。これによると最初の15分間の虞理にて，＝一’一クス中に最初がら存在した



g

轄裂に澹って分割が行わ

れ，大盤の三三性の大小が

傾向づけられている事がわ

かb，一方3回塵理後も伺

アブレージヨンも含めて相

轍の破確度で細粒化されて

行く事も見られる）從って

庭理三二としては3回で充

分と老えられるり

　　次ぎに表現法であるが

本實瞼の如くコ・一クス試料

の大きさが比較的に小さく

且前述の如く探用された飾

目の大きさ，殊に大きいも

のに劉しては，最初の試料

の大きさの影響が著しい事

が容易に想像されるので，

Gabiusky氏1）の採用，した

“XVeight　Crusbii！．og　Coet‘”f－

icient’，に倣う事とし次式

によった）

　　　　　　　　ΣP玉2

　　W’C’C’罵100Σ慕弩

　　但し：Pn，　nは各粒i註分

に回る重量並びに粒子激。

　　P．Nは試料コークス

の重量並びに個籔。
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第4圖
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第5圖

　　　1
15　30　45
　　回転時向一．一…．．

　　三更に三豊上聞による結果n肖に現れる偶然性を可及的に少くする爲に第6圖に示される如

く，各庭二三のW，C．C．の値によって占められるハッチ部の面積の総面積に封ずる比を以っ

て表す事とした。即ち

　　　　　　　　　囎旨数一…μ響一ll（a十d　2）＋（・＋・）｝

　　このT」の値を以って強度を比較する方法を試用した。この方法によれば細粒化された部分



　　　　　　　．　　　　　）磯のコークス化にi熟する研究

は結果撒値に殆ど影響せす，比較的大計・部分のみ力嚇果

｛臨に二響v、て來る。

　　積｝謡初の試料個．tw　1’Cついて，肥S．4の夕張炭よりの

コtrクスに：イ寸島｝個のi易合と3個の弱含に付強度輩・旨数Lを比

較した虚次の旧くで

　　　　　　識二七1畿癖証豪コ1”1ジと劣1…

　　　　　　　　；1畿臨

結果に大差なくプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表
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26．3

43．3

3，7

43．2

17．9

夏4．0

35
23．2

17．0

24．6

29．3

70．2

7g．　．o

’62．7

6生8

72．1

0．co

・1）．3

40．3

50．9

32．4

46．8

37．4

21．1

35．9

1．7

34．8

五3。8

Z7
2．4

16．｛

IO．7

工

47．7

49．8

84．4

86．9

80．2

79．1

86．5

16．7

55．7

5：）．8

69．8

53．9

64．0

56．4

4L6
54．6

20．7

55．2

33．6

31．2

22．9．

40．2

33．6

備 考

t

荷重0．2kg／Cln2

暇f，：疲なし

　　O．2　kg／cm：

荷鏡なし

阿　　上

「加1禦～・速｝巽20C／min

’試2FI・　1）メツシsu一以…下

同　　一1二

同　　上

1試料・20メッシーrL以門下

同　　上

阿　　上

この結果によると，〔£S4～5に見られる女目く砂川．．ヒ粉は張農ゴニ旨数が夕張等に比し蓬に高
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く，蟹蝶櫨にお・いてドラム指敷92以上である糊入炭と匹敵している。この事は本馬験のPt一

クス化装瞳，條挙国が野際燈と非唇毅乙異ったものである豪を示している。然し…rm“方から考えれ

ば軟化熔融早態・1・一εの流動度の少い，高輝恥曝炭でも條件によっては零露牢なコークスとなり得

る可能性を示している謝；二になる。

　　更に凝慶が65メッシュ以．下と云う小さ過ぎる試料を使用した爲實際櫨の結果と顛倒する

結果が現れたのではないかとも懸念されたので鈴メツシ」・一以下，並称ピgメツシユ以．ドに粉

檸された試料に慨しても箕瞼を行ったが，築4表のTS’や～33に兄られるgillく，各試料何れ

も張度は低下しているが，強躬の順位は依然實際櫨の場台とは金々異って・のる。侮負荷の影響

を槍討の爲の賓瞼も饗S6～1◎に見られ諾如く臆ってみたが，砂川上粉C6）に．煙いてをよ聖女

低下し，縛選炭（S）（25）は梢六士瀕塾・していうが，大きい差は現れていない。

　　結局i七難の項において，外親等からも逃べた如く，かかる薄暦實験では’tlSi際櫨と關．町勢あ

る誕t・一一クスを製造すると云う事の不可能である事を明白ならしめたものと考えられる。

蹴　装置に蝕する實験並びに結果の2

　　これまでの實験結果から，試料充填魁の厚さの薄すぎる事，並びに1獲脚舗附図をも考慮

してとられた加熱輩5QC／mi11の速すぎる事が考えられる。絢響町櫨に胎いては石一炭自重に

よる荷：重がかかっており，しかも定容でコークス化される故，膨脹するものにおいては，石炭

の受ける獲力が大となり，牧縮するものでは逆に少となる筈であるから，これに幾分でも似か

よわせる方法として，アーム部に曝ける荷重：をスプリングによる事とした。かくすれば膨脹す

る石淡に毒i3いてはアームが上る爲強く萄璽がかかり，牧縮するものはその逝となる。

　　唯問題は，前呼声にエ拾いて見られた1如く，軟化熔搾り伏態におい漸己動性を塁する：石炭ゾ’▽∫ス

抜孔より上二部に浸｝ilする嶺で，これを防ぐ爲，強く一　｛／：部を閉塞・する、kガスの逃出が困難となり

その爲の膨1振並びに膨脹燃が現れて來る菓』である。

　　依って・：先づ蔚實験と同…・のレトルトにむいて，試料20◎9とする嘉とし，試料暦上に砂

を1ωn・の屠厚に敷き，且砂と石淡の混合を防ぐ爲，その聞に薄野板をむき幽，その上にピスト

ン型蓋を：のせ，ガス髪ピストン翠蓋軸を1二1』察ととしてポンプにて吸引する衷とし，濃度も上下

2ヵ所を測定した。爾加熱kk前實験と同様底而下部に影かれた電熱器によったQ

　　然しこの場合も・夕張子等の高流動性，高膨脹炭におVゾCは，薄鐵板でガスが柳えられる

ためか，一・時匹急激に膨脹し，レトルト上部のボルi・締：蓋を持ち上げたり，3乙砂贋に流動歌態

の石炭が浸入し，璽に二軸内部のガス抜管内に浸入して，ガス扱孔が閉塞する」こうな適所が趨っ

た。女生威コークスもレ署・ルトが割に肉厚の爲，底爾よりの一一一一一方的加熱とならす，側壁，底i辮

との三方向よりの傳熱となり，コークス化が椀欺に推1行ずる糸ll諸↓，最後に軟化熔融顧る．｛二位1・i’S

央の石炭が膨出して整所を盈する結果となった。

　　そこで更に可及的側部よじの傳禦墜防ぐ瞬的を以って，レi・ノ列・下牛部の内径を8m．撒．
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振げ，その振大部にアスベストの薄暦をあて，更にその上を下部並びに上部にガス抜用小孔を

あけた薄鐵板の圓筒をはめ込み，又ガスはピストン型蓋の中vc　一本水卒に孔を穿ち，この孔を

蓋軸中央部のガス抜孔と通ぜしめ，ガスは試料暦から鐵板圓筒の外部に入り，上昇してビスh

ン型蓋の中を水平に通って軸中央の重直管を上昇して・1ミンプにて引かれる如くにした。

　　然し矢張高流動度炭においては生成コ・一クスの中央上部に空所を生じ，且多孔質海綿歌の

小塊に耀け易く，側部以外はルツボ焼コークスと左程異らない状態であり，樹側部よbの加熱

の影響を相當受けていた。

　　以上よりかかる形式のレトルトによる實瞼は所期の口的に添わざる事が明白となった。從

って本装置により，幽幽櫨におけるコ・一クスに近きもの，少くとも強度の關係が比例する如き’

コークスを作る事は断念し，レトルト櫨の場合に似て來るが，側面加熱のみを行い，1’0メツシ

a以下に粉面した試料2009を上面，並びに下面をアスベスト麿にて間み，温度計を試料高さ

の中央，装入炭中心と側壁の中間に一本挿入し，ガスは前記と同様，ピストン型蓋沖の管孔並

びに蓋開中野を樫てポンプに吸引される事とし，荷重は0．16k9／em　2で900。Cまで加熱コ

・一 Nス化する事を試みた。

　　生成コ　・一クスの形妖は第7圖に掲げた例に見られる如くで・加熱方向は三方であり・痺動

性の大きい眞谷地炭よりのコークス（S’r　S9）は中央が海綿状となり，低流動性の砂川上粉炭

TS　59（g）

一1一・一＄・一5一一5．．一（一2．．6

第7圖

rS　61　（t4）

驚蟻
ご編
　　、鬼承

丁S6Qqさ）

はST55の如く比較的微密である事は前實験と同一であるoST5？の楡入信lS）のコークス

lCは熱の進行方向に件う，軟化熔融暦の進行工合を示す縞妖部が明白に表れている。これは前

述の如く，Gieselerのプラス1・メーター一による流動度のみにては読明し得ない，例えば最高流
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動慶を永う溜度の相異：1＞に見られる女1選或特性を明示していると見るべきであろtt一。

　　搬試験の糸課聯昧に示す・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繁5表
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〃4「0。Cまで

　　20Cハ〕ユi捻

　lf
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　il
　　crl＞　OC／min

　　2　OCImin

　IJ

　　：先づ膨脹度について児るに，試料暦厚の厚くなった爲か，離例に見られた雀ll流動度，高揮

；獲分淡の高度膨脹は児られす，一一・a方賓際燈においてドラv一・指激90以、ヒの鍮入炭，梅町，酔林炭

等は何れも火きい膨脹を示している○爾この帳合，禰流動出炭の場合も，：蓋上部に藩干湘功歌

　　　　　　　　　　態の砂が幽恥、距クス化澄る醜防ぐ聯咄勲かつ六・・

　　強度に抄いては前工臨獅・sj嫌，低流動度，高撤七分淡の強度がノ趣く實際櫨の結果とは一

致していない。　、

　　　　　　　　　　　　　　1》　實験並びに結果の3

　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　＝零一一クスイヒ髪奎置

　　館記實瞼より，試料1醒高の樹不充分なる事，加熱方向即ち傳熱方潮並びにガスの放出方法
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等に．1拷慮の・余地がある講が明爵に1なった。殊にガスの放出に關しては，笈：際の窒式耀に器V・て

は，｝欧化熔融歌態簡或はその期開中に最：も多母rこ嚢生するガス並びにタt一一ル蒸i氣は比較的抵抗

の少い齪｝に飽裂を生じた1傘成瓢一クス，コ・・一クス暦を加熱櫨壁爾lq欝」つて流れ，次いで観・に∬

t・一一 Nスの験縮により！生じた，一」一クス暦とカ1熱糊闇の察隔を通って湘丁丁に準行に上昇するも

のが大部分と1云わ穿している。ll）從ってその場三田be一ル蒸i氣は赤熱づ一クス面に欄れ棉當景分解

し沸積カ…ボンとしてコーークス描に附蕾する。・この事實は低減乾引回竹叢に胎いては10％程度

のタール牧墨髭得られるカミ，高澱蒋鰐操作に泌∀・ては3～5％に低下する轟からも顧～；与される．

のである。從って實験窺仁君装置に胎・いてもその蟻を．考慮に入れ，ガスは…旦力ll熱醐に向って

流れた後タド部に工｛文出される螂，：父力鐸熱方醐を極プコード方i角に仏家｝す応る爲，’bl－1熱偉1は底部に器くが，

レトルト側壁惣極力薄くして熱容量を少にし，且石帯贋高を：努努にi需くする事鱗；に留意し第8

！濁の如き襲膿を1汁無したO
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　　この装罎に到達する迄の婚種の攣蔓慰三二すれば，先ず最初ガス二三として3／8吋パイプ

3本をレトノレドド端1こ300の傾黍1で熔：接したのであるが，、下端部が軟化熔醐ll伏態申はガスの逃

出が悪く，その後も夕…ffルがつ嶺って始終ポーキングを必要とし，34多くのガスはレトルト下

蠕と底爾である加熱板との三三（レトルトは無底圓筒で熱による饗形を考慮し底面とは一一膿で

なv・）から保灘材謄㌃漁って上都囮載るものが多かったQ女加熱は最初400W界毛でマー抵粧羅
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5本使用し，レトルト底面として耐火物を月：1い，その下に溝iを：穿つた耐大物を置きコ・レマー抵

無権その滋の瞬こ並べたのであるが，雨脚レ・ト・ジド下端よりの瀬曳ガス並びに耐火物を浸透

するガスがエレマー抵抗雅に1妾燭す　爲エレーq　e一の認命が非常に短かった。それ故撫熱細であ

るレトルトの底商板を10m　｝，　uの鍔岳妻板1一し，然もその大きさを書き目とし，ガスの下部への浸

入を防．Iしし，ぜ奥器は放熱盤に巻かれたエkw容量のニクロム線を使用した。

　　レトルトは内藤エ33，孫さG80ml）・｝であり試料は20メッシュ以下のもの1kg使鈍し，磁力

は：瞑初同案願0．Gg　k9／c1112，スプリングによるもの0．07　k9／cm　2・含計0．／61く9／Cm　2を用v・たが，

後の大4盆の照瞼はスプリング座G。071馴。蓄u；のみの荷販とした。この場合石炭充填騰の高さは

：人｝農10C）nlRl看氏一6，煮乾炭の充‡翼励の淳｛、｛比重は0．7～0．759／c．c．である。

　　殉取初は底部三熱のみ使用したのであろが，その揚合上部濃陣は6700Cまで上昇するが，

それ以上は撫到1であったので，園の如く．L：＝部ピストン型蓋の下：部に7GOW容辻の小型放熱盤に

書かれた，・”ク1・・ム線を下同き・に入れ，それと石面暦との購ヒは石綿板を挿入した。

　　力喚條件は石淡差杁後下部内欄糖謙を通じ・圃。下編濃計の指度にて3～4。cノ・加

の害｛合1’cてカt熱し／0GO　O　C豪で上、ff・せしめfr。　fi「／J上．部加熱は上蔀裏綴度計の指度6000Cに達し

た後開始し入礎2。Cノ主｝1加の割’鳶にて900。Cまで上昇せしめた1。上部力口熱を6000　Cから開始

したのは，試料垂黙がli次化熔融状態を臼逝し，一a一クス化すうまでは賢慮櫨に騎セナる如く傳熱

方岡を…方狗のみたし，然もカi熱逮変も主と1ノて充填物の琳蔵抗に支配される痴態として播く

爲であり，ぜ塗を見ても600。C以．しの癖直，加熱速度訴の條件はtT二成＝1一一クスの骨訣に殆ど

影響せぬもの・1考えられン・爲で，唯岐終漕疲の影響のみを触るべく薦灘にし賓際燃に妄r亡V・歌態

にす一事がに拍勺であ之㌦o樹600QC以．lt．のカll熱望1慶はもっと漣くし賓．瞼所要i曝圃覆知1縮せしめ

る事が望至れたが，．L部面島虞1・刎鮒’がし綿筆縮1紛・陵貫通してx9り，ニクPtム線削撫をあ

まり臣下1にするノ熟の傳前池により．1：．二部温度計の指慶が過筒になる事をお・それた：爲であ70

　　　　　　　　　　　　　　　2．　生成凝一クスの外観

　　生成撫汐スの外観は第9圓（縦断肉》に見られる如きで・品等は何れも上部加熱を行わ

なかったも4）で．1二部謡言670QC溜蓋嶽のものである。唯6は下部濫度goeo　C，．．ピ部潟度55GQ　C

の夕張％ξよ1）のr・ユーークスで，8の下部IGOOOC，上部670。Cのものとの覇照に掲げ海：ものであ

る09，コ3は高富欝分，低流動度淡の特性を示し，上下方商の画廊i裂が多く，懲牧縮が大雇い

ので醸より取1十1す際革う小片とならす，すつしりした：嵩幾つft1　一”一クスである06，8の高揮策分，

面流動慶綴である夕嚢炭のコtr一一クスは辛しく縦厩裂が多く，且1多孔質である。櫨より取出す軽

軽翻～耐｝釈釧・片に趣ける㊧で・塊の形は囲の如く匿鏑は梯形～煮る。一方10，11　a）ドラ

ム指墨90以ヒのゆ一クスを強成書る非運饗分炭よりのものは晦こ前二者のそれと異り，魏裂

が不規則で比較ll距ll割れが｛多く爾二者にケ孟られる如き上馬裂は殆ど見られぬ。

　　かくして外観酌には，：爾汝實際覆歳のコークスに類似し，碇際釈に型いて現れる特性を本試

験i装羅に胎いてもしl環し得たと1考えられるに至り，この留1のみからは一懸断期の口的セこ辻した
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カ、に思わ」証した。

第9圖
CB6（4）

CB　8　（4）

嚇漁潔闘晦i蓑騨 欝

CB15（Zo）

9．．”Bnd．ILo．S．45，？

　　　　（二B　11（18）

二二嚢轟
レゼ　　め　ゆ　

　　　　　　　　　　　　　　　　3．膨脹，牧縮

　　コークス化過程中に示される膨脹・牧縮の状熊は前記回暦三二の場合と著しく異なつ宅b

る。第ユ0圖に流動度の異る各種炭の膨脹，牧縮の例を示寸に，薄暦の場合温きV・膨脹度を示

したタ張炭の如き高流動度，高揮褒分炭は殆ど膨脹腱を示さす，むしろ牧縮のみであり，輸入

炭，鹿町炭等の低中揮磯分炭は前

回験と同様膨脹を示し，一方嘉穗，

芦別特粉巌の如ぎ，高潔鍍研，低

流動度のものは此の場合も又大ぎ

V・牧縮をなしてV・る。尚この膨脹，

牧縮の歌態曲線に示される結果は

正確なる再生牲を欠くので，直に

ζれから詳細な膨脹，牧縮に附す

る機構の推測は困難であス。：先づ

夕張炭における牧縮現象と薄野實

験におげる膨脹との相異を老うる

に，條件的相異は，試料充填暦が

厚い事，傭内ガス流の方向が加熱

面に向っている事であり，前者の

4

5

入7JO2

タ

荷
吏ユ

K2

第＝o圖　膨脹腿

上部…温度・C

相異の結果として，第10圖の結果よりも明な如く，即ち上部温農600GC以上に見られる牧縮は

Pt一クス化後に船ける牧縮に基づくものである故，たとえ軟化熔融暦が膨脹しても，コークx

．
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暦の牧締こよりその膨脹効果力9打消される可能性力§存在する事であ祝次ぎにガス流a）方向に

關するものとしてゴ軟化熔融鷹の雨後録llち低温側と高温イ財のガス逓過に鮒する抵抗を：老弓る

に，著渚の賢験結果3）等より逼），最高流動黙より：一2一クス化による流動凌の喪失に至るまでの

澱度範園にレ，軟化開女台から殻高流動黙までの澱慶範園よりi挾い。即ち質・一クス化による固化親

憩は比較的に速なものであり，カ1えて軟化熔融脚1『1の高漁側部分の澱度上昇i率が低濫側のそれ

より高いと考えられゐ故，癒際縫厚としては軟化熔融騰の心高流動黙よりll暴1源側の鷹のカが低

潅側のそれより薄いと思われる。更に低濃側に齢V・ては，流動性を呈する石炭質が毛管現窯と

ガス駆により低濫側の石測ξ好囲え浸透し，石炭粒子をその流動牲石炭が分散媒となって砧散

せしめる窮が考えられる爲，低湿側の癬厚は（）・ieSele｝’のブラストメールtr一・により豫知し得るよ

り實際に膨いては更に隠くなると思え塔。三って固化開始と同il寺に醜裂を盈する～二蒋えられる

高灘側のガス通遇に劉する撫予㌔識より低温測にむいてes：ガス砺醜鰍が罪常に園難な事が想像

盛れる。

　　從って窩揮嚢分，高流動薪炭に船いて軟化熔融四三中に謙に熱て激ヤこ；狸生する努解馬瀬分が

抵抗」腱の少い高漁側に引かれる場合にほ大奮い願は慢じないが，高淑側が閉鎖されてV、る場含

即ち實瞼ユ，2，煎びに普逓の膨脹試験撃滅に見られる妖熊の時，止むを得歩低潴側t（c　b’ijうガス

がその通過性の小さい轟の爲癖鮫継1大ぎい腰オ煮呈すもび）と思える。

　　この出と，爾画地熱の揚合，中央に齢いて爾軟化熔融騰の相野油る1噺」三々見られる高膨眼

墜が夕張淡の如き商流動度笈にお・いても兇られるか否かを節する爲，本麿験装置にて夕張炭

（20メツシ鼻L以下）を！．3k9使Jll，充填騒高さ12．tk　ek〕i，容積比重0，79にて上下よb同時加

熱を貸い，その強力攣化を見たものが第11圓である。　先ず軟化熔融枳の枳會する蒔に考えら

れる駆力ピーvクは見られない。叉衡記の櫨内ガス流の三三により考えられる膨脹墾化を見る爲

第鷲圏　1上下部よ導ガス方好ii，∬下部のみよリガス三三
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に，上部にガス抜管（318！！僧う一：・s本を：立てた場合と然らざる場合を比較したところ，上部密閉

¢）場合薄：騰實験に見られた如く最：玉釧の軟化熔融歌態時に膨脹と～隔れに律う牧縮が兇ら匙為が，

簡購なか7《抜を行う場合にその願は枳’滋減少してV・る。之等は明に前述のガス流方向による1膨

脹の有無に回する讃明を摂すけてv・るものと潴えられ，るQ

　　禽鹿町，輸入炭・（S）等に見られ，る摘1膨脹駆は，ガスが低濃側に流れ塔場合，即ち本研究に

おける簿i一匹験，その他の一般の膨脹試瞼に影V、“εは，G　ies　elex’のP撫Sも（》111eterにては充分

表し得ない特異な軟・1ヒ熔融騰の承すp熱S嫉C量tyが：ラゴスのi観遡に大壁い抵抗覧：署ミす爲であり，實

際櫨或は本實瞼の如く高濫窪i敬己流れる場含に器V・ては，高塀＝獲三三’に見られる番従鰍裂が生ぜす

月搬騨が少い爲の一クス自1跳）緻騨癬の鰍高淵嫌こ流れ為場合も焦較的ガス蓮湯抵抗

が大越V・爲にガスが包藏され，て：大きV・膨脹轟なびに燃㌃示澄ものと思える0

　　　　　　　　　　　　　　　　　4。　コークス強慶

　　強度試．瞼方法としては，竺成Ut一クスを発部50，30，2◎，15　mm並びに3％，10メッシ

ュ簿で鱗’分試験を行い，10メツシユ以上の部分のみ粂：都を：蔚幽趣1縛ドラムに投入，50111｝．m．に

て106｝捌つつ3團虚晒し，各石獣に簿分を縛った。

　　　　策：正21酬に強度試験巨編魅各幽短：の簿弓｝結果の例を示した。生成t’at’一クスの最初の筋分

にお・V・ては，夕張炭の如憲ものは側壁部．L方のものが比較的｛主群｛・こ割れ易く從って小j鬼，粒郡

部も相常あるが，嘉繰｛の如き凝縮大なるものは櫨よりの敢出し．も容易で，大」鬼その或まの形で

嵩張った感じであるQ一．一．か輸入炭等の無理：叢分層鴇寒も旧∀「ては，膨脹炭で牧縮が少V、爲，櫨より

の取出し閑難な爲，取出し作業中に小片’部を作る爲に筋分1言式瞼に驚V・ても各粒度のものが相當

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第x2翻
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生する事になる。此塵で又強度の表現法が問題になる。

　　と云うのは，Asc　k罫／；．　？cy．一ヤ、て生成＝コPtクスの殆ど塗1部にて張1へ式瞼を行った理由は，實際

櫨に：お・V・ては｛多1自のコ・・一クスの中から少量の試＊量陵採る場・今，その試料採取法に同題があるが，

本麿験に唱いては生｝戎罰・一一一クス量｝：が600～8009である故，エ0メツシ晶以．．撫金部庭醸して試聡ト

採取法による誤称をなくしたのである。從って単材瞼に1嶽けろ如く大騰寸法の等しいものに人

手にて試料コ・・一，クスを調饗した場合に封し，強起躍箪笥の意味を少しく駒割一・9Z班がある。

　　醜に蓮べた如く熔鑛厭早業と＝一t・・一クス強度の既判は必ずしも鮮明でなく，現在のH銭ドラ

ム法の表現法が最適であ二るか否かに疑問の余地はあろ。－」e，一クス槻弓は鮮1局熔時習内の通風抵

抗が最大關併閃子であってみれば，寧メ或程度以」．の寸法規。であれば大ぎさの大きV、事のみよ

りは，寸法の揃ったものの方が適してい：ご．とも考えられ，從って，或特定の野上lfll瞳％による

指勲の外に，その簿Lコt・一一クス塊の個数と云ρ驚ものも鏡ζ：されねばならぬ事となり・且その

特定の箭の寸法は，移用鍼鑛石の不均＼」禰法，並びに妬諭麹．の容．1｛＝とも唾斉1遽性があるべき誓のも

のである。

　　かくなると現．場と蜘iれた生憎室に聴ける穫雛1短：Ut　rN．クスの所謂強度の表現法と云うものは

極めて至難とも云い得る。

　　前實験にて試即した強度指敷しけ試著三斗コ・一クス掌裡1≧量と虐ヨli後の掌e一クス塊のエF均重量

の比に重爆をお、ハた鱗1：出法であろ爲，純1峰力〔意味の破イ津強良：の葬較に訥しているが，熔鑛櫨作

業醐郷した場合・即ち或寸法調圧のものが飢で・胴脚生粒度の揃碗ものを求める営

舎の表i現法としては必ず適常でなく，最初の試料の寸法～こ關係なく，虞脚後のものの寸法にの

み鑑：禦｛を影くヨ＝現法が麺’齢してV・ろ．碁にア〔るQ

　　以．．ヒの如ぎii：は凡て今後の研究にまたねばならぬ讐芋と考えられ，結局現在或特定の箭．ヒ田

野％による指数を慣用してV、る以．Li，本實験の口的からみて，矢贋同一形式をとるべき事にな

る。

　　第6表に：本實験によう各試料炭の一9r一クス強度試験結縦を小3015夏n1ま副機敏カミ再生性の良

きものと，指一｝IV’jの1宿ヒ性の大な乃ものとが彗ら1れ必。大骸所謂長歌｝芝の．たなるものは／5ii｝n｝指

鞭の如きものが精度超εあり，強度小なるものの場含指敏1・の精工が終いようであるD翻・献

には滲考ま：でに庭塑孟後の！5mm　i以上の豚一一クス塊の個：敷を偶認、［ノた：。同一試料炭1・こ器V・ても，

虚蝉後のコt・一・・クス個数が極めて多くなった場合は竿均重：ll比｝e表される曝書しが賞即断～二なっ

てお・り，この黙がしの熔銀i櫨翔ツr・一クス強度の馨現法としての欠陥と考えられる。

　　この骨導より，岬町，輸入蝦璽は所謂強1芝は他に比し大ぎく’幽｛祭櫨のi径と相糊している

が，爺穗，芦別三井等のi，．，」磁i獲分，低流動農：炭は侮夕張等の1妬流動度炭に比し窩くなってV槙）o

　　然し前蓮の如くづ一クスの外観としては，三際備こ胎∀・て瑞れる個性を」嚇してわりドー

懸装己としては所期の扇的に達してV・ると考えられ，強度の不適癒性はむしろ乾鰍條件の槍討

に問題を磯すと思、えるので，本装置を使．J．Bし侮官留條件に關する’度瞼を實施した：Q
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　V乾聡條件に画する實験並びに結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．試料粒度．並びに荷重

　　　鳶．1∫詳己弓堅疹慧糸吉，緊：の壬丞鷲彫隻燐璽と（Z）＝イく妻麺毒懸・烈：三鱒誘紘彦葦ブ芦糸1．1；ゾハづ一ぎ，る（ζ）でにま：メ裟V．、カ、と穿蓼えら穿．しるので1言武；

料なioメツシ；…一・．i，1i，」．一’ドに1．．．廠場合，：並びに充応長で乾鋼・1．癩．晩られ・び．・・る荷．：重が蜘癒・訴件と1．．．．／

一ごrl，｝聾題レ費麦）るとジ哲えられブtt：のて至発．々イ側妻姦をニカ暫ナなV工場・合1・こイ寸｛罐葦｛験した糸｝ヤ擁き力寂．1窮7爽で泣）る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表
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　　　嘉第惑，　h芦野lj炭等¢）・1蔑む鎗動．度潔美…に麦牙歓妻萱（乙）辛且y尺イヒヒこよ　り著しく弓娯彦芝力宝低下しノだ（！．）に二i土建し／，　高流

動基量炭ひま祷腎ど低…．ドせ’一1dS’，　文：乾食貿「験（Z）：力1：1圧蓄琴ヒよイL【1流動球熱き楚（τ）｛｝｛負」：費を著1ノくi濤！潔）vご象歪り，　｝el．翁流互変炭ねこ

孟eしノろ低一下レぜ・しノめらオし・一ご1Lハるミ舞力§F弱白一（至・t／t）る。　從flつて著鴫装霞慧に二よ　り翫覧著∈斗手立！斐を饗！旺：ノぐとしノ，　カ1’f　，｛k’，1

を二宇了試つなLハ募‘｝・こより’慶1集如量‡蟻挙達ヒこよるt　一ク＝人（Z）弓蚤L一糸吉・坪毛と錘麺原塞す噌る糸吉封ミを＝日二しし4守・凝・．義舞・にな

る。

　　　カ・・く・低流動塵隠．多乏i・乙肇寸し／一（＝ひよ，　層耀霊装入1芽射三斗夢之の剰｛！奉窪イirl　sX’1．び｝てカi．1圧嬰ミ章含髄瑠・聾爺イ荏・カ§イぎ矛irてi’ある毒年カミ

わ畑煎汁炭幽し、・趨1麟酬雛の謙｝1から注碑犬きで紡・c如畑のプラ・ト刈

タr一’セこよる流動慶a）イ訂送宝≡達到陛巨も鎖～ド芋さ∫IXi・る0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．水分・添加の影響

　　　以．．」二び）魔！瞼をよJL一．〔：勇馬掌乙淡言式半斗ヒこ￥一i’し雪．三つfeもの．6’あ≧：～カ§，　’薦コ1祭’燐詮1・こオ≧v㍉一ごセよ季F．1？藁匹・舞｝二（1）かく弓｝

カミ享悉力μさ才し・て：訟るO　水／1｝σr）縫多響とLして＝ケ」＝，　充週藁｝時秘こ薯ぴひナ．ろr賓詳率責．賃三．三亜：，　／“tiびセこブ」慮ξ真多産圧菱（1）奏蓮イ1コゾ痔

・考えら恥しる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第8表

實験番號
試鴨員∴灘碇
　　　　　　　　　　　　IPt號1

簸　　．．L （．o一．）

勢懸葺Plδ長灘…至61n菰一「i勢Mi∵「・iOLiこ

指　1歎

（L）

CB59
y　31

17　40

，v　57

，，1　42

．IJ

．グ

J7

v

，rl

y

ノツ

17

77

．tl

！1

．rl

，rl

－IJ

J1

17

．y

11

11

！7

．ワ

32

50

51

5一｛・

52

55

53

21

45

4r）

35

56

46

S6

47

19

43

33．

44

34

48

　　　　1’

訓
一
訓
1卜

｝訓

ピ
ピ
lg　1

嫁…

lg

碧

；；

：’g

25

　1．48，

　c）．29

13．84

17．12

21．63

25．Ixt

29．16

　2．00

　9．05

16．23

23．IO

30．02

3．12

7．03

9．73

12．3）r

13．30’

17．85

22．62

27．51

　1．84

6．8f

12．工6

16e81

21．52

28，工2

O．766

0．59．3

O．671

0．6，）3

0．713

0．723

0．818

0．638

0．671

e．663

0．671

0．737

0．664

0．591

0．597

0L665

e．（44

0．702

0．756

0．730

0．　r）3s

O．550

0．586

0，60P

O．65Q

r．ntV“mm

O　1　15．0　．　i｝6．9

：31．9　　　　52鳳7　　　　5ジ曾0

20．7

4・1．7

10．7

24．0

312
4，0，．4

24．0

29．2

22．5

　0

　e

　o

　o

21．1

　0

　0

　0

　0

J3f5．1

31．0

40．6

32．3

　e

・’

O．9　　　57。5

49．3　　　56，3

4．2．8　　　61。4

47，6　　　63．6

43。3　　　51．6

5」。7　　　54．G

47。2　　　52。2

49．3　　　　64。0

42。7　　　　51．8

4L5　　755
36．8　　　55．2

茎1，歪　　　　　．3904

　0　　　　7．6

35．4－ @　tll．4

　　　　　　へ25．3．　　　39．0

13．9　　　　23。4

12．2　　　18。4

8G悸！　　　　82，0

64．4　　　　72．8

64曾4　　　71．0

72．5　　　　7γ．2

70．0　　　　78．8

67．8　　79．6

I
l

I
I
ll

t

55．51，5．1i12618
　　　　　1　　　i

翻：1：：il：：：

64・・ c・2・司…1
71。7　　1　79．1　i　　21．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

・Lg 戟c7i…1
63・0ワ8・｛i59・9
　　　　　1　74．I　i　75．758．7

翻；1：詑1：1

　　　　　　　　　　　　ミ

67・引77・6i465
・…i83・6i29・6

2i：？頃訓ll：1

　　　　　　　　　　　ト

ag：10眉1：離15

45．1　　　48。7　　ト　　i8．7

・29．614G．ol　i8．8

・… 堰E6・3…8

男：lll：劉ll：1

？・．・815i・・。1

・…　9…13L・

8L383・6 奄Q5・2
82．2　　　　　　87。2　　1　　25。！

　　　　；。一



石炭のコMクス化に關する研究

　　　　　　　　　　　哩

　　依：つて夕張，茂尻，鍮入淡（s），芦

別特粉炭等の20メツシ辛以下の試料炭に

水づ｝30％程度まで添薄1した：場合の實験を

行った。

　　結果は第8表並びに第131耐であるQ

　　：先ず；これまでの實瞼におや・て，20メ

ツシム以下の試料炭に器いて虚心櫨の場

合と：相話しなかった籔i占，即ち高揮褒分炭

のlil．i，低流動度炭の強1変が高流動度双の

それより大ぎく刷れた黙について見ると，

水分10％添加の場合の15　nmi以上の簿

上積算母％で示される指；敷を三＝ヒi絞すると，

夕張炭62，茂尻淡59，芦別炭51，楡入

淡76となり，1縦際嘘の結渠と粗慮する

値を示している。

　　從って本装置によじ賓際煽1託わける

結＝果と7F才：勲爵lk‘ll係にあるものを得る購力’：

出來，六呂試料にて簡、￥こに＝’te一クス心心

炭として：の・睡歌上ヒ較をなし得る事となり

所期の日lll勺に達’し得物。

　　侮更に水分の添力ilに關す署、實瞼結果

を槍証するに，夕張淡と芦別淡とは詮｝く

網反する傾向額示している。又強度結果

の凡ての僑が答積比重の攣化とt一…．A致した

關係を示して胎らす，殊に：夕擬，芦品炭

に肯いて萌ぬであ愚。こ1肛，に封しては，

醗試料炭の場合，水分と試料炭の命制’が

1k9になる如くにし／（＝實験された1ので，

水分鍛により三内充填試斗3卜高さが異って

いる事の影響もlt）一えられるが，之ぐ醗こつ

いては璽：に後中隔こ：嶽いて減点に二一晒する

：事．とする。

　　心止．しの結果はi’i∫t料炭の軟化熔藤鋤1左
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態中に二嶽いて示す流1勧度と薩接【濁漣性をぎ寺つ婁が藷えられ，第！4闘にi氣乾炭と水分添ヵi：1に：伴
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う最：小容積比重の場合のユ5

｝IUTI指．数強度の諮・と，流動

度との脳係を示したが，こ

れによれば試料澱20メッシ

ュ以下で，この程度の容積

比：重の場合にお・いては，著

春の使用したP翫S勧nle叡丁

による流動度（Div／mh1）に

て10，000以上のものでは

水分添フ烈しより容積比重を

減少せしめる方が生成コー

クスの強度を塘論せしめ，

。．久　　郷　　晶　夫

　刊O

　o
　織0

　弓G
強

度
も
％一L’

　ざ7〔

繁出離　　GieSelerのプラストメr・・ターによる流動度と

水分搬による谷積比魏差に基くコークス強疲差の繭係

．．pt一一＝一＝：　filr：

・10 1bo 鳳一．畠紬西、、孤’｝bCの lqccm 1’｛1・（kCY”）　Dit／Min

300以下のものでは韓燥笈を使用して，一El充分容1積比重を大’79らしめる方法，例へば携固法言

を用いた方が生成コr一’クスの颯度な増大せL、め，叉io，ooe～300閥のものでは矢張乾燥炭の方

が良∀・が，水分添加により容積比重を低下せしめても左程大きい強壌：の低下が起らぬ事に：なる。

　　然し之等の結果は試料炭の遡1立度が異ると又異った結果を生する事が豫麺l！され，これについ

ても更に實験を績費するが，兎に角各種の1颯子が徴妙に影響するので極めて複雑で・ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Vl綜　　　括

　　嘉島窒において簡購1て：實装置の結果と・一一・］致するコ・一・一一クス悔言麗の研究を試料量扮Ogから

開始し，試料充填勝厚，下熱か向，容積比重並びに獲生ガxa．）櫨内の流れの方向，乾耀中に影

ける蓋車饗化簿を考慮し，結周試料量1k9，充」奨騰高扮Omn1のi装置にお・いて大擬所｝明の1：li的

を領し痛論：。この．装罎にお・いては操誉義者一人にて1充6｝であり…琢1一一一剛の操作をなし得る。

　　以上．の實．1瞼に胎いての諸現象並びi’Cこれ1こ封ずる．考察を一括すると次の如くである0

　　　　　　　　　　　　　1．膨　　　脹”

　　試料充填暦の薄：暦の場合高流動度炭に二齢いて大きく規れる膨脹は試料贋高が高くなるにつ

れ減少し，100主m1暦高の雛一クス化に影いては膨脹は認められす，むしろ牧縮のみが大きく現

れた。これは試料層高と燃内の搬生ガスの流れのか陶によるもので，試料暦高の高き時はコー

クス化完了厩の牧縮の積：算が大きく，：父ガス流が力口熱面1て：向う時はガスによる燃は鋭れす，そ

の逆の場合，軟化熔融相がそれより低濫！部の石炭質を浸潤分・1散せしめ，プラストメーーター・一　1（：よ

り推定されるより大きいガス流£覇’する抵院暦を形成し，ガスを色卜する爲膨脹壌が現れるも

¢）と．考えられた：。一方鹿町，紳林，楡入炭婚；に；拾いてガス1荒の何れの場合も大きい膨脹罐並び

に膨脹が現れるのは，その1欧化熔緻1伏態中におhける‘｛寺異なP1鶴tiC量tyがガスの鷺過に大きい抵

抗を示す事，並び1こ高温側の∬t一一一クス暦も縦魑裂の少い三等によリガス流に封ずる低腕が大き



考談のコークス化に關する研突 23

い爲と考えられた。高揮叢る｝，低流動度炭に見られる大きい牧縮は，ガス流に轡し大まい抵抗性

を示す如＆履が形成さ良しぬ爲，流動性物質の生成、｝二岡時に二その軟化熔醸｛騰懲騰が牧縮し，且こ

れに罰r一クス化羅の牧8、tt，iがカ1る爲と思われる0

　　　　　　　　　　　　　2．強度に影響する諸條件

　　試料粒度，乾艦中a，）荷重，試料炭の水分＝雛簿に付楡討の結果，聖誕｛獅｝，低流動度淡は試＊Sl’．

粒度の小さい程，ヌ．乾1瑠申の加駆等三朝三成ニークス強度に有利であり，高流動度炭に聴V・ては

その影響は木實駒の範園内に戦いては左程IBIuれす，むしろ逆の傾向が認められ海。又水分の影

響につV、ては試料騒の容積比東との1漏三牲力鼠認められるが，結渠は必ず・しも容積比箪：のみとの

一一ﾑ性を示していない．試料充埴奪暦の容積比重に關しては，著者のGiesele〕rのプラス1・メータ

ーにて流動凌10，000DiV／戚｝｝門止4）ものは水分量増大による容積比重の低下はt、f三成”一vクス

張度を櫓際せしめ，300以下のものでは著しく低下せしめられる傾向があり，その聞のものは

穂郊£下せしめられるが，拙）低下膿」＝小さい購が認められた。～これらは何れも原料炭の性朕

による遡亙i三：乾．簸條｛ii＝として電要なる購と．考える。

　　　　　　　　　　3，ue一クス強度と軟化蟻融欺態における流動度

　　1）avisのプラスi・メー

ターによる高流動幽玄繊度範

圃とシヤター試験によぞ3コ

・一・一・ Nス強度の閤に：關連・匪8♪

は認められているが，（賓e－

felerのブラストメーター

による流動度と二Ptクス強

度の闇に二は躍鶏‘性のない事

は，試料13と24，：父19と

26との閣においてもll重めら

れ，N著書の’寓士製鐵輪西

製馬所に二おける罐贈爵試験と
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流動度との比鮫にても園内と考えてられてV・るが，第！51謝に示す本鞘勢威に胎ける各種コrwク

スの張度とGi（｝鋤1（lrプブストメーターによる流動度の糊に：大雑把であるが一躍¢）關連性が認

められる。即ち或程度灘iフ薩の低い方力効一ク刈登1度が大きく現れている。然しこの場合の試

料炭は氣乾炭の場合であ’り，試料炭の水分が櫓接すると結果は異って來ろ。

　　以上の纂實は前記の如く原靖響炭による趨正乾艦條件～二云う閲題に樹して興味癒）る事實であ

り，これにつv・て：は輿に今後引績き研究をゴ行うつもbである。

終りに臨み，本研究ICL御指i導と多大の御援助を戴いている武谷悪願：授，叢びi（二實験に1修薩ぎ
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力な得た林茂慰に深甚の感謝の意を表する次第である。

　　　侮本研究は？4．年壌：課題．「臨1内炭による製鐵丹：i壌rvクスの．製麦査」｝’c　1－eeす

の補助を受けたものであり，此虞に謝意を表する。
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